
ちあきの星空情報  2024年１０月 

  田中千秋（たなかちあき） 

紫金山・アトラス彗星 

紫金山・アトラス彗星を見よう！ 

昨年発見され、今年秋には肉眼で見えるほど明るくなると予想されていた紫金山・アトラス彗星

は、各地の天文台での観測の結果から、あまり明るくならないのではないかという見解が今年の夏

に出ていました。 

しかし、９月に入ってからの新聞やネットでの情報を見ていますと、１０月中旬頃には、肉眼で

見られる彗星となるだろうとの予報も出てきました。 

 

１９９８年夕空に肉眼で見られたヘール･ボップ彗星 

そこで、１０月に見られる紫金山・アトラス彗星の位置を調べてみたのが下の図です。 

紫金山・アトラス彗星は、太陽に最も近づく近日点通過が、９月２７日で、この直後に最も明るく

なると予想されます。 

地球に最も近づくのは、１０月１２日で、この後は、地球から遠ざかるともにだんだんと暗くり

ます。１０月１２日以前は、地球から見て太陽の方向に近いため、明け方、夕方のまだ、暗くなる

前の明るい時にしか観測できませんので、一般的には観測には向きません。 

彗星を見るチャンスは１０月１２日から２０日頃が実際の観測条件から考えてよい時期といえま

しょう。 



日没から１時間くらいたって薄明が終わるころ、双眼鏡などを利用して、図にしたがって西の空

をさがしてみましょう。 

都会の空で確実に見えるかどうかはわかりませんが、期待は膨らみます。郊外に出かけて光害の

少ないところで観測すれば必ず見られると予想しています。 

ご自身の目でじっさいに確かめることが、とても重要といえます。 

もし、見られたらカメラでぜひ撮影にもチャランジしてみましょう。 

 

 

 

１０月の惑星 

水星 

１０月１日に外合となり、太陽の向こう側に位置しますので、観測できませんし、その後も低空

にしか見られませんので、１０月中は観測には向きません。 

（明るさ－１.７～－０.３等級） 

金星 

太陽が西の空に沈んだ後、宵の明星として西の夕空の低空に見ることができます。 

とても明るく、まだほかの星が輝きだす前から圧倒的な明るさを持ってみることができます。 

ぜひみつけてみましょう。 

（明るさ－３.９～－４.０等級） 

火星 

深夜に東の空から昇ってきます。赤く輝いているので、他の星とは区別しやすく、すぐに見つけ

ることができます。現在、ふたご座の中に位置し、２０２５年１月の地球最接近に向けて明るく見

えるようになってきました。 

天体望遠鏡で見ると、小さな楕円形に見え、気流の良い日には表面の模様も見られるようになり

ます。（明るさ０.５～０.１等級） 

木星 

おうし座の中でとても明るく輝いています。 



天体望遠鏡で見ると縞模様が見られます。明け方まで観測できます。 

（－２.３～－２.５等級） 

土星 

日没後に南東の空、みずがめ座の中で輝いています。一晩中観測できます。本体を取り巻く環の

傾きが小さくなった姿を天体望遠鏡で確認しましょう。 

（０.７～０.８等級） 

 

１０月の天文情報 （月齢は正午の値） 

日 曜日 月齢 天文現象など 

１ 火 28.0  

２ 水 29.0 月が天の赤道を通過南半球へ 

３ 木 0.3 新月 月の距離が最遠 

４ 金 1.3  

５ 土 2.3  

６ 日 3.3 夕方の西空で細い月と金星が接近 

７ 月 4.3  

８ 火 5.3 寒露（二十四節気） 

９ 水 6.3 月の赤緯が最南 

１０ 木 7.3  

１１ 金 8.3 上弦の月 

１２ 土 9.3 紫金山・アトラス彗星が地球と最接近 

１３ 日 10.3 紫金山・アトラス彗星が地球と最接近 

１４ 月 11.3 スポーツの日 月と土星が接近 

１５ 火 12.3 後の月（十三夜） 

１６ 水 13.3 月が天の赤道を通過北半球へ 

１７ 木 14.3 満月（ハンターズムーン）本年最大の満月（スーパームーン） 

１８ 金 15.3  

１９ 土 16.3  

２０ 日 17.3  

２１ 月 18.3 オリオン座流星群が極大 

２２ 火 19.3 月の赤緯が最北 

２３ 水 20.3 霜降（二十四節気） 

２４ 木 21.3 下弦の月 月が火星に最接近 

２５ 金 22.3  

２６ 土 23.3  

２７ 日 24.3  

２８ 月 25.3  

２９ 火 26.3 月が天の赤道を通過南半球へ 

３０ 水 27.3 月の距離が最遠 

３１ 木 28.3  

 

１０月の星空案内図 



 
１０月の中旬、午後９時ころの星空です。このコラムの中で使用する星図は、㈱アストロアーツの許諾

を受け、天文ソフト「ステラナビゲータ１２」を使用しています。 


